
＜ 2 ＞枚 方 市 議 会 報

質
問　
市
債
残
高
が
約
15
億

円
増
加
し
、
将
来
世
代
へ
の

負
担
と
な
る
懸
念
が
あ
る
が
、

今
後
の
見
込
み
を
聞
く
。
ま

た
、
財
政
の
硬
直
化
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
４
年
連
続

90
％
以
上
で
、
中
核
市
平
均

よ
り
も
高
い
状
況
だ
が
、
改

善
に
向
け
た
取
組
を
聞
く
。

　
な
お
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
行
革
効
果
額
を

基
金
に
積
み
公
約
施
策
に
使

う
の
で
は
な
く
、市
民
生
活
に

不
可
欠
な
目
前
の
事
業
に
使

う
判
断
も
必
要
と
意
見
す
る
。

答
弁　
市
債
残
高
は
令
和
７

年
度
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後

は
徐
々
に
減
少
を
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
市
債
の
繰
上

償
還
等
と
と
も
に
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
で
の
課

題
に
着
実
に
取
り
組
み
、
経

常
収
支
比
率
の
改
善
を
図
る
。

市 立
ひらかた病院
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る

収
支
計
画
の
実
績
は

質
問　
令
和
元
年
度
か
ら
本

格
稼
働
し
た
市
立
ひ
ら
か
た

病
院
の
消
化
器
セ
ン
タ
ー
の

収
益
を
聞
く
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
前
に
行

っ
た
改
革
プ
ラ
ン
の
中
間
検

証
で
は
、
収
支
計
画
は
改
善

傾
向
だ
っ
た
が
、
最
終
的
な

収
支
実
績
を
聞
く
。

答
弁　
同
セ
ン
タ
ー
設
置
で
、

収
益
は
約
１
７
０
万
円
増
加

し
た
。
し
か
し
、
収
支
は
、

感
染
症
の
発
生
で
令
和
２
年

２
月
以
降
の
患
者
数
が
大
き

く
減
少
し
た
た
め
、
収
支
計

画
よ
り
悪
化
し
、
約
３
０
０

０
万
円
の
損
失
を
計
上
し
た
。

今
後
の
水
道
事
業
の
判
断

中
長
期
的
視
点
で
的
確
に

質
問　
本
市
の
水
道
管
路
は
、

25
・
98
％
が
法
定
耐
用
年
数

を
経
過
し
、
類
似
団
体
の
平

均
値
よ
り
高
い
。
令
和
元
年

度
は
０
・
95
％
を
更
新
し
た

が
、
そ
の
事
業
費
総
額
を
聞

く
。
ま
た
、
大
口
利
用
者
の

地
下
水
利
用
に
伴
う
給
水
収

益
減
少
へ
の
影
響
額
を
聞
く
。

　
な
お
、
過
年
度
の
水
道
料

金
等
の
請
求
誤
り
は
組
織
の

緩
み
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が

な
い
。
襟
を
正
し
、
今
後
の

事
業
に
は
中
長
期
的
な
視
点

で
的
確
な
判
断
を
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

答
弁　
更
新
事
業
費
は
総
額

約
18
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、

地
下
水
利
用
に
よ
る
影
響
額

は
約
３
億
円
で
あ
る
。

質
問　
枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館

で
は
、
令
和
元
年
度
に
伝
統

文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な

取
組
を
し
た
と
い
う
が
、
入

館
者
数
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
。
入
館
者
増
加
へ
の
課
題

や
取
組
を
聞
く
。

　
な
お
、
枚
方
宿
地
区
へ
団

体
客
を
誘
致
す
る
た
め
に
も
、

観
光
バ
ス
等
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
確
保
の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁　
具
体
的
な
取
組
の
実

践
が
課
題
と
考
え
る
。
そ
こ

で
、
年
間
入
館
券
の
販
売
に

よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
を

は
じ
め
、
淀
川
河
川
公
園
や

淀
川
資
料
館
と
連
携
し
た
取

組
の
ほ
か
、
他
市
資
料
館
と

の
共
催
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
新

た
な
客
層
へ
の
周
知
を
図
る
。

自
殺
予
防
対
策
の
取
組

専
門
家
の
相
談
会
実
施
を

質
問　
平
成
31
年
３
月
策
定

の
「
枚
方
市
い
の
ち
支
え
る

行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
令

和
元
年
度
に
取
り
組
ん
だ
自

殺
予
防
対
策
の
中
で
、
新
た

に
見
え
て
き
た
課
題
を
聞
く
。

　
な
お
、
相
談
者
に
寄
り
添

う
施
策
と
し
て
、
専
門
家
に

よ
る
個
別
相
談
会
の
実
施
や

関
連
書
籍
の
貸
出
し
等
の
取

組
を
要
望
す
る
。

答
弁　
新
た
な
課
題
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、
生
活
全
般
に
不
安

を
持
つ
相
談
者
の
増
加
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
新
し
い
生

活
様
式
の
考
え
を
踏
ま
え
た

相
談
体
制
の
強
化
や
相
談
業

務
の
工
夫
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

成
年
後
見
人
へ
の
報
酬
助
成

対
象
要
件
の
検
討
を

質
問　
令
和
元
年
度
の
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
に

お
け
る
報
酬
助
成
制
度
の
利

用
者
は
、
障
害
福
祉
部
門
で

１
人
、
高
齢
者
福
祉
部
門
で

３
人
の
み
と
い
う
。
対
象
要

件
が
厳
し
い
た
め
に
利
用
者

が
少
な
い
と
考
え
る
が
、
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
成
年
後
見
制
度
が

行
き
渡
り
、
必
要
な
人
の
権

利
が
擁
護
さ
れ
る
よ
う
、
利

用
促
進
の
取
組
を
要
望
す
る
。

答
弁　
助
成
制
度
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
枠

を
広
げ
事
業
実
施
し
て
い
る

他
市
の
制
度
等
を
踏
ま
え
、

現
在
策
定
中
の
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
基
本
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
令
和
元
年
度
の＊

１
財
政

調
整
基
金
で
、
約
19
億
７
２

６
１
万
円
の
取
崩
し
を
執
行

し
な
い
な
ど
、
予
算
編
成
時

の
見
込
み
と
乖
離
し
て
い
る

理
由
を
聞
く
。

　
な
お
、
同
基
金
の
残
高
を

確
保
し
災
害
等
に
備
え
る
点

は
理
解
す
る
が
、
将
来
に
向

け
た
各
種
基
金
へ
の
積
替
え

が
予
定
ど
お
り
に
進
め
ら
れ

な
か
っ
た
状
況
を
認
識
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
の
兆
し
を
踏
ま
え
、
そ

の
対
策
に
要
す
る
財
源
を
最

大
限
確
保
す
る
こ
と
に
向
け
、

減
債
基
金
な
ど
各
種
基
金
へ

の
積
替
え
に
伴
う
取
崩
し
を

見
送
っ
た
た
め
で
あ
る
。

時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く

老
朽
化
施
設
の
改
修
を

質
問　
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
と
し
て
、
施
設
保
全
整

備
基
金
を
活
用
し
て
市
有
建

築
物
保
全
計
画
に
基
づ
く
工

事
を
順
次
進
め
て
い
る
が
、

令
和
元
年
度
ま
で
の
実
施
状

況
と
、
未
実
施
の
施
設
が
あ

れ
ば
そ
の
状
況
を
聞
く
。

　
な
お
、
老
朽
化
施
設
の
保

全
改
修
工
事
は
、
時
期
を
逸

す
る
こ
と
な
く
適
切
に
実
施

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
計
画
期
間
の
中
の
平

成
30
年
度
で
は
、
地
震
等
の

災
害
が
重
な
り
、
限
ら
れ
た

財
源
で
優
先
度
が
高
い
も
の

に
絞
り
事
業
を
行
っ
た
た
め
、

一
部
で
未
実
施
と
な
っ
た
。

　
学
校
園
以
外
の
令
和
元
年

度
で
の
未
実
施
分
は
６
施
設

で
、工
事
費
の
試
算
合
計
は
約

１
億
３
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

積
算
に
よ
る
繰
入
金
の
差
額

行
革
効
果
額
算
入
は
不
適
切

質
問　
病
院
事
業
会
計
に
お

け
る
市
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
、
前
年
度
と
比
べ
減

少
し
て
い
る
理
由
を
聞
く
。

　
な
お
、
市
は
、
国
が
定
め

る
基
準
範
囲
内
の
繰
入
金
に

つ
い
て
、
積
算
に
よ
る
決
算

差
額
を
行
財
政
改
革
の
効
果

と
し
、こ
の
街
に
住
み
た
い
基

金
に
積
み
立
て
た
こ
と
は
適

切
で
な
い
と
指
摘
し
て
お
く
。

答
弁　
新
病
院
の
整
備
時
に

購
入
し
た
医
療
機
器
に
対
し

て
発
行
し
た
企
業
債
の
償
還

終
了
に
伴
う
負
担
金
の
減
少

等
で
、
合
計
約
４
３
０
０
万

円
減
少
し
た
。

質
問　
王
仁
公
園
の
あ
り
方

検
討
調
査
経
費
に
お
い
て
、

同
公
園
の
再
整
備
を
進
め
る

上
で
近
年
増
加
す
る
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
分
か
っ
た
の
か
。

　
な
お
、
今
後
も
同
公
園
の

在
り
方
を
精
査
、
検
討
し
、

誰
も
が
利
用
し
た
い
公
園
に

向
け
、
人
気
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
の
実
現
を
要
望
す
る
。

答
弁　
集
計
し
た
結
果
、
市

民
が
求
め
る
新
た
な
施
設
と

し
て
屋
内
プ
ー
ル
、
カ
フ
ェ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
温
浴
施
設
な

ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
公
園
の

質
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
期
待

す
る
声
も
あ
っ
た
。

市 内 企 業
若者雇用推進
事
業
目
的
達
成
に
向
け

効
果
的
手
法
の
検
討
を

質
問　
市
内
企
業
若
者
雇
用

推
進
事
業
は
、
企
業
と
若
者

求
職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

り
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ

な
が
る
と
し
て
、
企
業
ニ
ー

ズ
は
高
い
。
し
か
し
、
面
談

実
績
数
が
少
な
い
年
度
も
あ

り
、
事
業
内
容
な
ど
も
含
め

改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
展
開
を
聞
く
。

　
な
お
、
事
業
目
的
を
達
成

し
、
費
用
対
効
果
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
、
委
託
事
業
者
の

選
定
に
総
合
評
価
方
式
や＊

２
Ｐ

Ｆ
Ｓ
等
を
導
入
す
る
な
ど
手

法
の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁　
早
急
に
課
題
の
改
善

に
向
け
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
、
安
定
し
た
事
業

と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

子
ど
も
い
き
い
き
広
場

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
確
保
を

質
問　
子
ど
も
い
き
い
き
広

場
の
参
加
児
童
数
の
減
少
要

因
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
成
り
手
不
足

が
考
え
ら
れ
る
。
令
和
元
年

度
の
状
況
と
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
市
の
考
え
方
を
聞
く
。

　
な
お
、
事
業
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
地
域
任
せ
で
な
く
、

市
と
し
て
積
極
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
台
風
や
感
染
症
対
策

の
影
響
に
よ
る
実
施
日
数
の

減
に
伴
い
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
は
前
年
度
よ
り
減
少

し
た
。
事
業
目
的
を
念
頭
に
、

引
き
続
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
の
確
保
を
は
じ
め
、

効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行

え
る
よ
う
支
援
す
る
。

質
問　
ひ＊

３
と
り
親
家
庭
等
日

常
生
活
支
援
事
業
に
お
け
る
、

令
和
元
年
度
の
利
用
実
績
と

事
業
の
周
知
に
つ
い
て
聞
く
。

　
な
お
、
保
護
者
が
仕
事
等

で
子
ど
も
を
家
で
一
人
に
す

る
状
況
は
不
安
で
あ
る
。
同

事
業
は
、
ひ
と
り
親
に
と
っ

て
便
利
で
助
か
る
制
度
の
た

め
、
周
知
徹
底
を
要
望
す
る
。

答
弁　
登
録
が
あ
る
18
世
帯

の
う
ち
７
世
帯
が
利
用
し
、

延
べ
２
１
８
回
派
遣
し
た
。

　
ま
た
、
同
事
業
の
チ
ラ
シ

や
各
種
支
援
制
度
を
ま
と
め

た
手
引
を
通
じ
、
相
談
に
来

た
人
へ
の
案
内
を
は
じ
め
、

申
請
手
続
等
の
際
に
担
当
課

で
手
引
を
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
掲

載
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

積
極
的
な
取
組
に
期
待

質
問　
本
市
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
運
営
等
に
関
す
る
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
ひ
ら
か
た
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
。
過
去
３
年
で
同

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
団
体
は

増
加
し
、
市
民
活
動
の
活
性

化
が
見
え
る
一
方
、
満
足
で

き
る
相
談
対
応
を
し
て
も
ら

え
な
い
と
の
声
も
あ
る
が
、

今
後
の
対
応
を
聞
く
。

　
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、

様
々
な
提
案
や
イ
ベ
ン
ト
企

画
な
ど
、
積
極
的
な
取
組
を

期
待
す
る
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁　
団
体
が
持
つ
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
相
談
支
援

を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

対
応
に
向
け
て
同
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

事業系ごみ
適
正
な
処
理
手
数
料
へ

条
例
改
正
の
検
討
を

質
問　
市
は
事
業
系
ご
み
の

処
理
に
関
し
、
事
業
者
か
ら

10
㌔
㌘
当
た
り
90
円
の
手
数

料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
そ

の
処
理
経
費
は
幾
ら
か
。

　
ま
た
、
仮
に
、
共
同
処
理

を
予
定
し
て
い
る
京
田
辺
市

の
手
数
料
で
あ
る
１
５
０
円

に
す
る
と
令
和
元
年
度
の
歳

入
は
ど
の
程
度
増
え
る
の
か
。

　
な
お
、
経
費
に
見
合
っ
た

手
数
料
に
向
け
た
条
例
改
正

の
早
急
な
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁　
処
理
経
費
は
平
成
30

年
度
実
績
で
同
２
９
７
円
で

あ
る
。ま
た
、お
示
し
の
手
数

料
で
試
算
す
る
と
約
１
億
９

０
０
０
万
円
の
増
加
と
な
る
。

質
問　
令
和
元
年
度
に
お
け

る
感
染
症
発
生
動
向
調
査
費

の
手
数
料
に
つ
い
て
、
前
年

度
決
算
の
約
60
万
円
か
ら
約

２
７
０
万
円
へ
と
増
加
し
た

理
由
を
聞
く
。

　
な
お
、
私
た
ち
の
生
命
と

直
結
し
て
い
る
保
健
所
を
守

る
た
め
、
今
後
も
増
え
る
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
業
務
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
庁
内
で
し
っ

か
り
運
営
体
制
に
つ
い
て
検

討
、
調
整
す
る
と
と
も
に
、

職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
に

係
る
支
援
を
国
や
府
へ
働
き

か
け
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁　
同
調
査
費
手
数
料
は
、

感
染
症
法
に
基
づ
き
感
染
症

の
確
定
診
断
を
行
う
行
政
検

査
の
費
用
で
あ
る
。
２
月
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
指
定

感
染
症
と
な
り
、
感
染
者
を

全
て
検
査
で
把
握
す
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
増
加
し
た
。

京阪本線
連続立体
交差事業
用
地
取
得
を
進
め

地
域
へ
情
報
発
信
を

質
問　
京
阪
本
線
連
続
立
体

交
差
事
業
の
用
地
取
得
を
進

め
て
い
る
が
、
令
和
元
年
度

の
進
捗
状
況
と
取
組
を
聞
く
。

　
な
お
、
完
成
は
交
通
渋
滞

等
に
悩
む
市
民
に
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
で
あ
り
、
効
率
的
、

効
果
的
な
事
業
執
行
と
と
も

に
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た

情
報
発
信
を
要
望
す
る
。

答
弁　
約
４
８
１
３
平
方
㍍

の
事
業
用
地
を
取
得
し
、
用

地
取
得
進
捗
率
は
約
62
％
と

な
っ
た
。
ま
た
、
契
約
交
渉

等
の
専
門
知
識
や
用
地
取
得

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
民
間

機
関
を
活
用
し
、
円
滑
な
用

地
取
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

御 殿 山
小 倉 線
地
域
の
期
待
に
応
え

着
実
な
取
組
を

質
問　
御
殿
山
小
倉
線
に
関

し
、
災
害
復
旧
経
費
と
整
備

事
業
費
に
そ
れ
ぞ
れ
予
算
計

上
し
て
い
た
工
事
は
、
予
定

ど
お
り
完
了
し
た
の
か
。

　
な
お
、
同
線
の
早
期
完
成

へ
の
地
域
住
民
の
強
い
期
待

に
応
え
る
た
め
、
着
実
な
取

組
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。

答
弁　
災
害
復
旧
経
費
に
お

け
る
小
倉
地
区
の
法の

り
面
保
護

工
事
は
令
和
２
年
４
月
末
に
、

整
備
事
業
費
に
お
け
る
渚
東

地
区
の
擁
壁
工
事
は
元
年
５

月
末
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
業
の

追
加
等
に
よ
る
工
期
の
延
長

に
伴
う
繰
越
措
置
を
行
っ
た

上
で
完
了
し
た
。

決算特別委員会を開催
令和元年度の事務事業を慎重に審査

� （単位：千円）

区　　分 歳　　入 歳　　出 翌 年 度
繰越財源

※１
実質収支

前 年 度
実質収支

※２
単年度収支

一　般　会　計 138,121,502 135,607,232 861,740 1,652,530 1,565,557 86,973

特　
別　
会　
計

国民健康保険 41,913,649 41,571,997 0 341,652 735,104 ▲393,452

土 地 取 得 44,423 44,423 0 0 0 0

自動車駐車場 99,833 267,595 0 ▲167,762 ▲228,637 60,875

財 産 区 76,480 76,480 0 0 0 0

介 護 保 険 32,802,131 32,296,090 0 506,041 479,177 26,864

後期高齢者医療 6,484,758 6,420,514 0 64,244 298,490 ▲234,246
母 子 父 子 寡 婦
福祉資金貸付金 77,936 75,493 0 2,443 14,772 ▲12,329

区　　分 収益的収入 収益的支出 ※3
純　利　益

※3
前年度純利益

企
業
会
計

水 道 事 業 6,574,294 5,204,645 1,369,649 1,321,454

病 院 事 業 10,035,291 10,065,149 ▲29,858 ▲30,181

下 水 道 事 業 12,537,095 10,701,548 1,835,547 1,946,783

※１　実質収支は、歳入から歳出と翌年度繰越財源を引いたものです。
※２　単年度収支は、実質収支から前年度実質収支を引いたものです。
※３　�純利益は、収益的収入から収益的支出を引いたものです。また、純利益、前年度純利益の

マイナス(▲)は純損失です。

各
会
計
別
決
算
額

　議会は、令和元年度一般会計ほか７特別・３企業会計
の決算等を審査するため、９月30日･10月１日･５日･６日･
８日の５日間にわたって決算特別委員会を開催しました。
　同委員会では、社会保障関連経費の増大に加え、新型
コロナウイルス感染症拡大に伴う景気等の悪化で市税収
入の厳しい状況が続くと予想される中でも、本市のまち
づくりを進めなければならないために、これまで以上に
安定した財政運営が求められることを踏まえ、各事務事
業に対する質疑が行われました。

【
委
員
長
】

前　
田　
富　
枝

【
副
委
員
長
】

上　
野　
尚　
子

【
委　
　
員
】

加　
藤　
　
　
治

松　
岡　
ち
ひ
ろ

堤　
　
　
幸　
子

番　
匠　
映　
仁

奥　
野　
美　
佳

岡　
市　
栄
次
郎

鍜
治
谷　
知　
宏

小　
池　
晶　
子

一　
原　
明　
美

丹　
生　
真　
人

大　
地　
正　
広

�

（
議
席
番
号
順
）

―　決算特別委員会委員　―

＊
１　
財
政
調
整
基
金
…
年

度
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
源
の

不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の

基
金
の
こ
と
。
財
源
に
余
裕

の
あ
る
年
度
に
積
立
て
を
行

い
、
災
害
の
発
生
な
ど
不
測

の
事
態
に
よ
る
支
出
や
減
収

分
の
補
填
、
緊
急
性
の
高
い

大
規
模
な
建
設
事
業
の
経
費

等
に
充
て
る
。

＊
２　
Ｐ
Ｆ
Ｓ（Pay For 

Success

）
…
地
方
公
共
団

体
等
が
民
間
事
業
者
に
委
託

等
す
る
事
業
に
お
い
て
、
解

決
す
べ
き
行
政
課
題
に
対
応

し
た
成
果
指
標
を
設
定
し
、

支
払
額
等
を
当
該
成
果
指
標

の
改
善
状
況
に
連
動
さ
せ
る

も
の
。
い
わ
ゆ
る
成
果
連
動

型
民
間
委
託
契
約
方
式
。

＊
３　
ひ
と
り
親
家
庭
等
日

常
生
活
支
援
事
業
…
ひ
と
り

親
家
庭
及
び
寡
婦
を
対
象
に

ヘ
ル
パ
ー（
家
庭
生
活
支
援

員
）を
派
遣
し
、
子
ど
も
の

見
守
り
や
家
事
等
の
生
活
援

助
な
ど
を
行
う
事
業
の
こ
と
。

同
事
業
は
、
一
時
的
な
け
が

や
病
気
、
時
間
外
勤
務
や
出

張
等
で
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
場
合
に
利
用
で
き
、
事

前
相
談
と
利
用
登
録
が
必
要

と
な
る
。

＊
４　
臨
時
財
政
対
策
債
…

地
方
交
付
税
の
不
足
額
を
補

う
た
め
発
行
さ
れ
る
地
方
債

の
こ
と
。
償
還
費
用
に
つ
い

て
は
、
後
年
度
に
地
方
交
付

税
で
措
置
さ
れ
る
。

　目の不自由な方に議会の活動を知っていただ
くため、「点字議会報」と「声の議会報」を発行
しています。送付を希望される方は、市議会事

務局までお申し出ください。また、「声の議会報」は市議
会ホームページでもお聞きいただけます。

点字議会報・声の議会報を発行

声の議会報は
こちらから

厳
し
い
財
政
状
況

市
民
生
活
第
一
の
判
断
を

丹に

生ふ

真ま
こ

人と

公
明
党
議
員
団

各
種
基
金
へ
の
積
替
え

不
執
行
の
状
況
認
識
を

奥お
く

野の

美み

佳か

連
合
市
民
の
会

運
営
体
制
強
化
の
検
討
と

国
や
府
へ
支
援
の
要
望
を

保 健 所

番ば
ん

匠し
ょ
う

映て
る

仁ひ
と

連
合
市
民
の
会

入
館
者
増
加
に
向
け

駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
を

枚 方 宿
鍵屋資料館

一い
ち

原は
ら

明あ
け

美み

公
明
党
議
員
団

財政調整
基 金

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

利
用
し
た
い
公
園
に

王仁公園
再 整 備

岡お
か

市い
ち

栄え
い

次じ

郎ろ
う

大
阪
維
新
の
会

 

枚
方
市
議
会
議
員
団

日
常
生
活
支
援
事
業

周
知
の
徹
底
を

ひとり親
家 庭 等

小こ

池い
け

晶あ
き

子こ

大
阪
維
新
の
会

 

枚
方
市
議
会
議
員
団

市立ひらかた病院の消化器センター

市有建築物保全計画に基づき改修した施設
（写真は牧野生涯学習市民センター・図書
館の改修時の様子）

京阪本線連続立体交差事業実施後のイメー
ジ（写真は走谷１・２丁目、北中振１丁目
付近）

枚方宿鍵屋資料館（写真は企画展の様子）

王仁公園

ひとり親家庭に関する相談の様子
（写真は子どもの育ち見守りセンター）

第 3 3 0 号令和３年（２０２1 年） １月１日


